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沖
縄
県
の
ア
メ
リ
カ
軍
普
天
間

基
地
に
隣
接
す
る
沖
縄
国
際
大
学

に
ア
メ
リ
カ
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

墜
落
し
た
事
故
で
は
、
ア
メ
リ
カ

軍
は
日
本
側
の
現
場
検
証
を
拒
否

し
た
。
町
田
市
で
は
過
去
、
市
街

地
に
ア
メ
リ
カ
軍
戦
闘
機
が
墜
落

し
市
民
が
犠
牲
に
な
る
痛
ま
し
い

事
故
が
あ
り
今
回
の
事
件
に
市
民

の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
ア
メ
リ

カ
軍
の
事
故
に
対
し
、
必
ず
日
本

側
の
現
場
検
証
が
行
わ
れ
る
よ
う

法
律
改
正
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
三
件
あ
て

「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び

安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基

づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に

日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の

実
施
に
伴
う
刑
事
特
別
法
」

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

一
、
拉
致
被
害
者
及
び
ご
家
族

を
は
じ
め
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
死
亡
・
不
明
と
さ
れ
た

拉
致
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
新
た
な

拉
致
被
害
者
も
含
め
、
い
わ
ゆ
る

特
定
失
踪
者
の
皆
さ
ん
の
全
面
的

な
解
放
と
永
住
帰
国
な
ど
、
拉
致

事
件
の
全
面
的
な
解
決
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。
二
、
最

近
、
特
に
安
否
不
明
の
拉
致
被
害

者
十
人
に
つ
い
て
北
朝
鮮
が
意
図

的
に
死
亡
し
て
い
る
と
の
情
報
を

出
し
て
お
り
、
政
府
は
そ
の
こ
と

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
否
を

明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
を

傾
注
し
、
今
後
は
そ
の
安
否
が
確

認
で
き
る
ま
で
人
道
支
援
を
取
り

止
め
経
済
制
裁
な
ら
び
に
特
定
船

舶
入
港
禁
止
の
処
置
を
取
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
三
件
あ
て

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
事
件
の

真
相
究
明
と
全
面
解
決
を
求

め
る
意
見
書

　

町
田
市
内
在
住
の
私
立
小
・
中

　

学
校
生
の
保
護
者
に
対
す
る
補

　

助
金
制
度
つ
い
て
の
請
願

議員提出議案�

　第３回定例会では、意見書７件を可決し、議長名で関係行政庁へ提
出しました。
　要旨は次のとおりです。

　

政
府
は
道
路
四
公
団
を
民
営
化

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
都
内
に

二
つ
の
高
速
道
路
会
社
が
誕
生
す

る
。
三
多
摩
居
住
者
に
と
っ
て
は
、

同
じ
都
民
で
あ
り
な
が
ら
二
重
の

料
金
負
担
と
な
る
。
同
じ
都
民
と

し
て
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

一
、
利
便
性
向
上
と
経
済
的
効
果

の
観
点
か
ら
「
永
福
・
三
鷹
料
金

所
」
撤
退
と
中
央
道
「
高
井
戸
・

八
王
子
」
間
の
料
金
撤
廃
。

二
、
東
名
高
速
横
浜
町
田
イ
ン
タ

ー
か
ら
都
心
に
向
か
う
利
用
者
の

料
金
二
重
負
担
解
消
の
た
め
、
首

都
高
速
を
東
名
横
浜
町
田
イ
ン
タ

ー
ま
で
延
長
し
、
「
用
賀
・
横
浜

町
田
」
の
料
金
撤
廃
を
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
二
件
あ
て

中
央
自
動
車
道
「
高
井
戸
・

八
王
子
間
」
並
び
に
東
名
高

速
道
路
「
用
賀
・
横
浜
町
田

間
」
の
料
金
撤
廃
等
を
求
め

る
意
見
書

　

介
護
保
険
制
度
は
法
律
の
規
定

に
基
づ
き
施
行
後
五
年
目
の
見
直

し
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

高
齢
社
会
と
な
っ
た
日
本
の
今
後

を
豊
か
な
社
会
と
す
る
に
は
、
介

護
保
険
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る

制
度
へ
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
介
護
保
険
制
度
見
直
し
に

あ
た
り
次
の
事
項
を
含
む
施
策
の

実
現
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
制
度
改
正
に
つ
い
て
は
適
切

な
情
報
の
開
示
と
共
に
充
分
な
議

論
を
行
う
こ
と
。
二
、
保
険
料
等

の
減
免
制
度
の
整
備
を
す
る
こ
と
。

三
、
社
会
福
祉
基
盤
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
。
四
、
介
護
予
防
対
策

を
拡
充
す
る
こ
と
。
五
、
支
援
費

制
度
等
と
の
施
策
の
調
整
を
図
る

に
あ
た
っ
て
は
関
係
者
の
意
見
を

充
分
反
映
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
二
件
あ
て

介
護
保
険
制
度
改
正
に
関
す

る
意
見
書

　

平
成
一
六
年
第
二
回
定
例
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い

て
、
市
長
か
ら
処
理
経
過
及
び
結

果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
一
小
学
校

区
一
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を
目
標
に

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
未
設

置
周
辺
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建

設
で
定
員
を
大
幅
に
超
え
て
い
る

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

適
正
規
模
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
を
委
託
し
て
い
る

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

学
童
数
に
よ
り
町
田
市
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
委
託
制
度
運
営
要
綱
に
基

づ
き
委
託
料
の
支
払
い
を
行
い
ま

す
が
、
学
童
数
六
五
名
以
下
の
委

託
料
は
据
え
置
き
に
し
、
学
童
数

六
六
名
以
上
は
指
導
員
が
三
名
以

上
雇
用
可
能
な
委
託
料
の
改
定
を
、

二
〇
〇
四
年
四
月
一
日
か
ら
行
い

ま
し
た
。

　

平
成
一
六
年
第
三
回
定
例
会
に

は
五
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
継

続
と
な
っ
て
い
た
二
件
と
あ
わ
せ

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

三
件
が
採
択
、
二
件
が
不
採
択
、

二
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

◎
七
国
山
風
致
地
区
及
び
第
一

種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
住
環
境

の
保
全
を
求
め
る
請
願

　

意
見－

願
意
に
沿
う
よ
う
全
力

を
挙
げ
て
努
力
さ
れ
た
い
。　

　

◎
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
提

出
を
求
め
る
請
願

　

◎
内
閣
お
よ
び
国
会
に
対
し
郵

政
事
業
民
営
化
に
反
対
す
る
た
め

の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　

◎
教
育
条
件
の
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン

　

◎
鶴
川
駅
前
道
路
北
側
斜
面
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
か
か

わ
る
請
願

　

◎
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な

る
充
実
を
求
め
る
請
願
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択
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国
民
の
政
治
へ
の
信
頼
は
、
永

く
続
い
た
政
官
業
の
癒
着
構
造
を

断
ち
切
り
、
政
治
資
金
の
実
態
を

ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
国
民
の
厳
し

い
監
視
の
も
と
に
お
く
こ
と
、
政

党
運
営
の
透
明
性
を
高
め
て
い
く

こ
と
で
、
着
実
に
培
っ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
政
府
に
対

し
、
政
治
と
カ
ネ
の
関
係
を
正
し
、

政
治
資
金
の
透
明
化
を
図
る
た
め
、

政
治
資
金
収
支
に
対
す
る
外
部
監

査
の
導
入
、
報
告
書
の
保
存
期
間

の
延
長
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
公
開
、
公
共
事
業
受
注
者

か
ら
の
政
治
献
金
の
禁
止
な
ど
の

諸
施
策
を
実
行
さ
れ
る
よ
う
求
め

る
。

　

内
閣
総
理
大
臣

　

総
務
大
臣
あ
て

政
治
資
金
規
正
・
透
明
化
推

進
を
求
め
る
意
見
書

　

郵
政
三
事
業
の
民
営
化
問
題
は
、

重
要
な
骨
子
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

国
民
の
民
意
が
反
映
さ
れ
な
い
政

治
的
課
題
の
決
着
を
優
先
す
る
郵

政
事
業
の
民
営
化
に
は
反
対
で
あ

り
、
公
益
性
を
追
求
す
る
郵
政
事

業
の
社
会
的
役
割
を
考
慮
し
、
現

行
経
営
形
態
の
維
持
を
町
田
市
民

多
数
の
意
思
と
捉
え
、
国
会
お
よ

び
内
閣
に
対
し
て
、
次
の
事
項
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
平
成
一
五
年
四
月
に
国
営
公

社
と
し
て
事
業
を
開
始
し
、
そ
の

評
価
も
ま
だ
出
て
い
な
い
時
点
に

お
け
る
民
営
化
の
必
要
性
に
対
し

て
、
国
民
に
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
。

二
、
民
意
に
沿
わ
な
い
民
営
化
は

行
わ
な
い
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
・
郵
政
民
営
化

　

担
当
大
臣
・
総
務
大
臣
あ
て

郵
政
事
業
の
民
営
化
に
反
対

す
る
た
め
の
意
見
書

す
る
法
律
」
に
則
り
、
事
業
者
の

責
務
と
し
て
「
オ
オ
タ
カ
」
の
調

査
を
行
い
、
調
査
結
果
に
基
づ
き

「
オ
オ
タ
カ
」
の
生
存
が
担
保
で

き
る
よ
う
に
事
業
の
見
直
し
を
行

う
よ
う
文
書
等
で
求
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
七
月
、
施
工
業
者
（
代

理
人
）
に
直
接
面
談
し
、
調
査
を

行
う
よ
う
要
請
し
て
お
り
ま
す
が
、

調
査
を
行
う
と
の
回
答
を
得
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

二
、
跡
地
周
辺
の
環
境
保
全
の
た

め
の
方
策
と
し
て
、
周
辺
の
緑
地

保
全
の
森
で
借
地
し
て
い
る
土
地

を
将
来
に
渡
り
緑
地
と
し
て
担
保

す
る
た
め
に
順
次
、
買
収
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
本
年
度
、
買
収
を

計
画
し
て
い
る
土
地
は
、
ま
だ
土

地
所
有
者
と
交
渉
中
で
す
が
本
年

度
中
に
買
収
を
す
る
予
定
で
す
。

　

町
田
市
内
在
住
の
私
立
小
・
中

学
校
の
保
護
者
に
対
す
る
補
助
金

制
度
に
つ
い
て
は
、
願
意
に
沿
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
育
園
や
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の

増
設
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
よ
る
対

象
者
増
加
等
の
事
業
と
比
較
し
て

優
位
性
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
育
成
料
に
つ

い
て
は
、
有
料
化
後
六
年
間
据
え

置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

拡
大
か
ら
、
今
後
ま
す
ま
す
施
設

及
び
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、

経
費
の
増
大
が
避
け
ら
れ
ず
育
成

料
の
引
き
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
育
成
料
の
改
定
に
伴
い
、
学

童
保
護
者
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

学
校
休
校
日
の
朝
の
保
育
時
間
の

変
更
及
び
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

定
員
を
大
幅
に
超
え
る
学
童
保

　

育
ク
ラ
ブ
の
適
正
な
規
模
で
の

　

保
育
・
運
営
の
実
現
を
求
め
る

　

請
願

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
育
成
料
の
値

　

上
げ
に
際
し
て
の
慎
重
な
取
り

　

組
み
と
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に

　

お
け
る
保
育
の
質
の
向
上
さ
せ

　

る
た
め
の
対
応
を
求
め
る
請
願

　

一
、
旧
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ラ
ン
ド

跡
地
に
計
画
さ
れ
て
い
る
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
築
主
及
び
施
工
業
者

（
代
理
人
）
に
対
し
、
「
環
境
基

本
法
」
、
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ

る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関

　

旧
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ラ
ン
ド
跡
地

　

周
辺
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全

　

を
求
め
る
請
願

を
招
い
て
る
町
田
市
の
予
算
削
減

を
改
善
し
、
学
校
配
当
予
算
の

「
備
品
費
・
消
耗
品
費
の
増
額
」

「
バ
ス
借
上
料
の
増
額
」
「
図
書

整
備
費
の
復
活
」
「
夏
季
プ
ー
ル

の
外
部
指
導
員
の
復
活
」
等
を
も

と
め
る
請
願

　

◎
市
道
町
田
三
三
四
号
の
厳
正

管
理
を
求
め
る
請
願

　

九
月
三
日
に
上
程
さ
れ
た
平
成

一
五
年
度
町
田
市
病
院
事
業
会
計

決
算
認
定
は
、
保
健
福
祉
常
任
委

員
会
の
審
査
を
経
て
、
一
〇
月
七

日
の
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
報
告
書
か
ら

　

収
益
的
収
支
で
は
、
患
者
数
が

入
院
で
年
間
延
べ
一
三
万
三
○
八

人
（
一
日
平
均
三
五
六
人
）
で

前
年
度
に
比
べ
三
〇
一
七
人
（
二

・
四
％
）
増
加
し
、
外
来
で
は
年

間
延
べ
三
万
二
一
七
九
人
（
一
日

平
均
一
三
○
二
人
）
で
前
年
度
に

比
べ
二
万
二
九
一
○
人
（
六
・
七

％
）
減
少
し
ま
し
た
が
、
入
院
・

外
来
の
料
金
収
益
は
前
年
度
よ
り

二
億
五
六
五
万
円
（
二
・
四
％
）

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

費
用
は
材
料
費
で
一
億
八
四
四
五

万
円
（
五
・
八
％
）
減
少
す
る
な

ど
、
全
体
で
二
億
八
一
九
一
万
円

減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
決

算
額
は
収
益
的
収
入
が
一
一
一
億

四
三
八
九
万
円
で
前
年
度
に
比
べ

三
億
九
七
九
二
万
円
（
三
・
七
％
）

の
増
、
収
益
的
支
出
が
一
○
七
億

七
四
六
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
二

億
八
一
九
一
万
円
（
二
・
六
％
）

の
減
と
な
り
、
差
引
き
四
億
三
六

四
三
万
円
の
当
年
度
純
利
益
を
計

上
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
利
益
剰
余
金
を
加

え
た
当
年
度
末
の
未
処
分
利
益
剰

余
金
は
一
一
億
六
六
八
一
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
第
二
・
三

期
増
改
築
工
事
実
施
設
計
委
託
等

の
病
院
改
築
費
に
一
億
六
六
九
一

万
円
、
医
療
機
器
等
資
産
購
入
費

に
一
億
七
五
五
八
万
円
、
企
業
債

償
還
金
に
七
億
三
○
九
九
万
円
を

要
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

三
億
二
三
五
六
万
円
及
び
都
補
助

金
二
億
六
二
○
七
万
円
、
国
庫
補

助
金
一
四
七
万
円
を
充
て
、
不
足

す
る
額
四
億
八
六
三
八
万
円
は
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。
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yy
yy
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��
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yy

9
月
補
正
予
算
の�

　
　
　
　
あ
ら
ま
し�

　

一
般
会
計
は
、
二
八
億
五
五
六

〇
万
七
千
円
増
額
し
、
一
一
六
九

億
三
四
七
六
万
九
千
円
。
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
は
、
九
億
九
四

三
三
万
五
千
円
増
額
し
、
二
九
三

億
九
五
六
五
万
円
。
下
水
道
事
業

会
計
は
、
八
九
九
四
万
六
千
円
増

額
し
、
一
二
七
億
二
四
五
三
万
円
。

駐
車
場
事
業
会
計
は
、
一
〇
五
万

円
増
額
し
、
二
億
二
八
五
四
万
五

千
円
。
老
人
保
健
医
療
事
業
会
計

は
、
二
億
四
三
〇
六
万
九
千
円
増

額
し
、
二
四
二
億
七
二
万
二
千
円
。

介
護
保
険
事
業
会
計
は
、
五
〇
一

二
万
七
千
円
増
額
し
、
一
六
四
億

五
九
二
四
万
九
千
円
。
総
額
で
は
、

四
二
億
三
四
一
三
万
四
千
円
の
増

額
で
、
二
二
一
三
億
一
二
〇
六
万

九
千
円
で
す
。

　
【
経
営
状
況
】

平
成　

年
度

１５

病
院
事
業
会
計

決
算
を
認
定

請
願
の

請
願
の審

査
状
況

審
査
状
況


